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〈書評論文〉

感情 ・家 庭 ・資 本 主 義

感情の社会学と家族

     Arlie Russel Hochschild, 
The Commercialization of Intimate Life 

    Notes from Home and Work. 
 (University of California Press, 2003)

菅 原 祥

1.は じ め に

著者 アー リー ・ホ ックシール ドは、わが国では 『管理 され る心』の著者であ り、 ゴフマ

ンの分析枠組みを用いなが ら感情 を社会学的に分析 した 「感情の社会学」の第一人者 とし

て名高い。だが彼女はそれ以上に、感情 と心 とい う独 自の視点か ら現代 アメリカ社会の女

性 にとっての家族 ・ケア ・労働の問題を見つめ続 けている研究者 である。最初の主著 『管

理される心』(1983)以 降の2つ の主著、『セカン ド・シフ ト』(1989)と 丁舵 丁ε〃3eB`πd

(1997)で は、 こうした家族 ・夫婦生活における感情の軋櫟の問題、そ して仕事 と家庭の

あいだの摩擦 といった問題が論 じられている。彼女の研究の最大 の魅力 は、実際の生活者

たちの生 きられた現実に常 に寄 り添いつつ も、あ くまで分析 的な視点を失わないことであ

る。 こうした点が、彼女の仕事 にある種の強度を与えている。

本書は、そんな著者ホックシール ドの70年 以降の論文 ・エ ッセイか ら17本 を集めた もの

であ り、彼女の これ までの思考の軌跡 が一望 で きる。70年 台の 「感情の社会学」か ら、

徐 々にテーマの重点を家族 と女性、共働 き、そ してケアなどへ と移 してい く中で も、彼女

の思考の中核はある一貫 した態度 ・関心に貫かれている。この ような観点から、彼女のこ

の著作を紹介 しつつ、同時 に彼女の これまで辿 って きた道筋をあらためて見直す ことは、

意味のあることだろう。
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ホ ックシール ドの視線の中心には常に、かわ りゆ く現代社会における女性の労働市場へ

の参入 と、それに伴 う男女間 ・家族の感情の摩擦が据 えられている。20世 紀後半のアメ リ

カにおいては女性の就業率は急激に上昇 した。だが こうした女性 をとりまく社会 ・経済的

変化にもかかわ らず、男性 の側はなかなか 自らの行動様式 ・イデオロギーを変えようとは

せず、W.F.オ グバー ンの言 う一種の 「文化遅滞」の様相 を呈 している。こうしたことが ら

と平行 して起こっているのが、離婚率の上昇、少子化、そして非婚者の割合の増加 である。

仕事 と家事の板 ばさみに苦 しむこ とを恐れ る人々は、 しば しば 「子供 を生 まない」 「結婚

しない」 という選択に進むのである。結果、多 くの論者が述べる ように、現代社会 におけ

る愛 とパー トナーシップは、流動性 を増 して 「液状化」 し(Bauman2000)、 ます ます

「その場か ぎりのもの」(Giddens1992)と な り、山田昌弘(2004)の 言葉 を借 りれば 「家

族の個人化」 の状況が起 こっている。

こうして流動化や個人化 の度合い を強めた現代の家族 において最 も問題 となっているの

が、「ケアの真 空化」 という事態 であろ う。働 く母親たちが ます ます家事 ・育児 を行 う時

間的 ・精神的余裕 を失ってい く一方、容赦ない資本主義原理が どんどん家庭 内領域 に侵入

し、 この穴を埋めつつある。 このような状 況の中でホ ックシール ドが常 に問うのは次のよ

うなことである。女性 の社会進出を進めなが らも、なおかつ家庭 における人間的なケアを

失わないためには、われわれはどうすればいいのか。仕事 とケアは両立で きるか。そ して

そのため には、現在の資本主義社会 における職業システムを含めた、 より大 きな改革が必

要なのではないか。だが、 こうした問いに対する彼女の答えを見る前に、われわれはまず

彼女の思考の原点にある 「感情」の問題 に立ち返 ってみ よう。

2.感 情の社会学

ホックシール ドは彼女の社会学的研究方法の出発点として、「感情」を据える。

自己、あるいは感情 というものに対する彼女以前の見方 として、彼女はゴフマ ンに代表 さ

れるような意識的 ・理性的 自己の概念 と、 フロイ トに代表 されるような無意識的 ・情動的

自己の概念 とを対比 させ、 その どちらをも、「意識的 な感情」の次元 を捉 え損なっている

として批判 している。 どちらの アプローチ も、 自らの感情 を 「意識 して」作 り出し、管理

す るとい う主体の行いをとらえ切れていないのである。人々は、単に外見だけの印象操作

に腐心 しているだけではない。また、無意識の感情に突 き動かされるだけの存在で もない。

彼 らは、実際 になにかを 「感 じよう」と努力 しているのである。この ような主体の行いを、

ホックシール ドは 「感情 ワーク」 と呼ぶ。
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人々の感情 は、当然ながらその場 のコンテキス トに深 く依存 している。 このような感情

の コンテキス トにおいて、 とりわけホックシール ドが関心 を向けるのが、感情の 「規範的

次元」に関わる問題である。規範的次元 とは、か くか くしか じかの状況でわれわれはどう

感 じるべ きか、 どう感 じるのが適切 か、 ということが らに関わるものであ り、感情 と 「感

情ルール」の関係に関わるものである。われわれが一体 どんな感情ルールを持 っているか

は、たとえばわれわれが 「僕 には怒る権利がある」 とか、あるいは、「君はそんなに罪悪

感 を感 じる必要 はない」 などとい うような言葉を発す るときに知 られる。 当然なが ら、実

際に感 じることと感 じるべ きこ と、そ して感 じたい と思 うこととの間には一種のずれや不

一致が伴 う。われわれはこう した不一致の間をたえず揺れ動 きなが ら生 きているのであ

る。

ある人の有す る感情ルールはその人のイデオロギー的ス タンスと深 く関わっている。そ

れゆえ、ある人が 自分のイデオロギーを変えた場合、その人は状況に対応す るために、古

いルールを捨てて新 しいルールを取 り入れる、 とい うことが しば しば起 こるだろう。 ここ

にきてわれわれは、冒頭 に挙げた現代の私的領域 における問題をよりよく分析す ることが

で きる。当然のことなが ら、男女間のフレー ミング ・ルール、感情ルールは伝統的に異な

った ものであった。男女間に絶対的 ・本質的な差異が想定されていた価値観においては、

男性が稼 ぎ手 として賃労働 をし、女性が家内再生産領域を受け持つ とい うのは、当た り前

のこととして受け止め られていた。 この状況を徐々に変えていったのがフェ ミニズム運動

である。フェ ミニズムのイデオロギーは、男女共に仕事 と家庭 を等 しく優先すべ きである

と主張 した。 そ してこのことは単に状況のフレー ミングのみならず、感情 という領域 にお

いても重要な含意を持つ。今 や女性 は、夫か ら仕事 を していることを答められて も、それ

に対 して怒る 「権利」を持っているのである。 こうしたイデオロギーの変化 と感情 ルール

の変化 、そ してそれに伴 う男女間 ・夫婦 間の感情ルールのギ ャップこそが、現代の夫婦生

活 における軋櫟 の根底 にある。 このことを次節で詳 しく検討 しよう。

3.誰 が家事 をするの か 共働 き世帯 と家事

ホ ックシール ドは89年 の著書 『セカン ド ・シフ ト」で、家庭内領域 にお ける家事 ・育

児 ・ケアの分担の問題 を取 り扱っている。 この研究の核 になっているのは、約50組 の共働

き夫婦への詳細なインタビュー調査であ り、本書収録のい くつかのエ ッセイ(第7章 、第

9章 、第11章)も この調査 を土台 としたものである。

「セカン ド・シフ ト」 とは、「第二の勤務」、す なわち、外で働 く女性たちが家 に帰 って
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きてからさらにまた従事 しなければならない家庭内労働のことを指 している。先にも述べ

たように、外で働 く母親、 しかもフルタイムの勤務 に就いている母親の割合は急激に増加

した。に もかかわ らず、父親が家事や育児に参加する割合 は母親 と比べ て圧倒的に少 ない。

ある数字によれば、妻たちはその夫たちと比べて年間1か 月分 も余分に働いている計算 に

なる とい う。他方その夫たちの方はといえば、妻たちが享受すべ くも無い 「余暇」の時間

を楽 しんでいる。

この ような状況の中、共働 き夫婦の間で は、誰が、何 を、 どの くらい行 うべ きかといっ

た問題が、夫婦 間の闘争の焦点 となる。ある世帯では、夫はほぼ平等に妻 と家事を分け合

っている。ホ ックシール ドが調査 した共働 き世帯のなかでは、 こうした男性 は全体の約20

パーセ ントであ った。 また、約70パ ーセ ン トの男性 は平等 に分担 はしてお らず、「ある程

度」の家事 をやっていた。残 り10パ ーセ ントが全 く家事を手伝 わない男性である。

この ような家事 の分担 に対 する態度の違いは、いったいどこか ら来るものなのだろう

か?こ こでこうした違いをもたらす ものとしてホ ックシール ドが想定す るのが、夫婦おの

おのが有するジェンダー ・イデオロギーである。 この ようなイデオロギー こそが、「男で

あること」「女であること」 とはどのようなことか、そ して、男性あるいは女性が、家庭

の外あるいは家庭内で どの ような仕事をどの程度すべ きか ということに対する、おのおの

の感 じ方 を決定 しているのである。

ホ ックシール ドはこのような ジェンダー ・イデオロギーの類型 として、「男は外、女 は

内」の ような 「伝統型」、男女が共 に仕事 も家事 も平等 に行 うべ しという 「平等型」、そ し

て 「移行型」の3類 型 を呈示 してい る。 「移行型」 は両者の中間形態 であ り、前者二つの

立場のイデオロギーの中間に位置す るさまざまなバ リエー ションを反映 している。

さて、当然の ことなが ら、多 くの夫婦 において夫 と妻の 「ジェンダー ・イデオ ロギー」

は程度の差 こそあれ異なってい る。 この夫婦 間の温度差が しばしば 「誰が どの程度家事 を

するのか」 とい った問題 に関 して不一致 を起 こさせ、夫婦間の軋礫 を生むのである。多 く

の場合それは、現代の社会情勢につれてより速 く変化 した女性 たちの 「新 しい」 イデオロ

ギー と、変化が遅れた男性たちの 「古い」 イデオロギーの対立 といった形 を取 る。

第7章oTheEconomyofGratitudeIで は、ホックシール ドは夫婦 間の 「贈 り物」 と 「感

謝」について考察することで、 この点を分析 している。同 じジェンダー ・イデオロギー を

共有す る夫婦においては、何が 「贈 り物」 で何 が 「感謝 されるべ きもの」であるかに関す

る受け手 と贈 り手の定義は、互いに一致 している。そこでは、贈 り物が不発 になることは

無いのである。 ところが、 この定義に関 して両者の問に不一致があると、贈 り物 は贈 り手

の意図 したとお りには受け取 られず、逆 に不和の原因 ともなる。
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ホ ックシール ドが調査 したある夫婦 を例 に挙げよう。 この夫婦 においては、夫 は、本屋

の経営 という収入の不安定な仕事 に打 ち込んでいる。他方妻のほうは有能なキャリアウー

マ ンであ り、夫の約3倍 もの収入 を稼いでいる。妻に とっては、 この収入が 自分か ら夫へ

の大 きな贈 り物である。なぜな ら、妻の収入のおかげで、夫 は家計を気にせずに自分の好

きな仕事 に打 ち込むこ とがで きるか らだ。 しか し、夫の ほうで はこう した妻の 「贈 り物」

に対 して全 く違 った見方を している。彼 は素直 にそれを受け取 れない。 なぜ な ら、その

「贈 り物」 は本来彼が妻に対 して贈るべ きものであるか らだ。

他方、家事の大部分 をこな しているのは妻のほ うである。彼女 はそのことにつ いて夫 に

強 く言 うことができない。なぜ な ら、妻のほうが多 く稼いでいるか らとい う理由で美によ

り多 くの家事 を求めて しまうと、彼女の 「贈 り物」は もはや贈 り物でな くなって しまうか

らだ。 このように明 らかに不均等 な状態であるに もかかわ らず、夫に言わせ ると、彼の妻

はラッキーなのである。なぜな ら、彼の ように妻 の仕事 に理解のある男性は現代 において

も大変 まれであ り、 この まれさが彼 の存在 を妻 にとって貴重 なもの としているのである。

皮肉な ことに、ホ ックシール ドのイ ンタビュー した人々の中では、男性 と比べて圧倒的

に多 くの女性が 「自分 は幸せだ」 と答えている。男性 たちよ り女性たちのほうが圧倒的に

多 くの負担 を強い られているに も関わ らず、である。 こうしたことか らも容易に読みとれ

るように、男女間の感情生活は より広い社会 ・文化的文脈 における不平等な権力作用 に徹

頭徹尾貫かれた もの として捉え られなければならない。権力はまさに感情 を通 して働いて

いるのである。

4.家 族 ・仕事 ・資本主義 時間 をめぐるジレンマ

このように、女性 の就業率が上昇す る一方 で、「働 く母親」 たちは依然 として家庭内の

雑用の大半 をこなす ことを当然 のように要求 される文化状況下にある。 こうした中、現代

の家庭生活に現れる顕著 な特徴 は 「能率化」および 「商品化」であろう。家庭 を神聖視 し

最優先す るという、現代の神話的 「理想」 とは裏腹 に、仕事に追われ時間のない母親に と

って、現実の家庭生活はますますせ きたてるべ きもの、急いでするべ きものとなっている。

反面、その ような時間の不足 を穴埋め、それに取って代 わ り、母親た ちを助けて くれるの

が、「商品」である。イ ンスタン トのオー トミールは彼女か ら朝食の準備の手間を省いて

くれる。それだけではない。 自分が仕事で居 ない間子供の面倒を見て くれるベ ビーシッタ

ーを雇 うことで、彼女は 「ケア」その ものさえ も買 うことが可能なのだ。

ホックシール ドは90年 代 にアメリカのあ る大企業 「アメルコ」(仮 名)の 従業員に詳細
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なインタビュー調査 を行い、その調査 をもとに丁肋 刎配e捌 ηdを著 した。 この調査 に関連

す るエ ッセイ ・論文は、本書の中にもい くつか収録 されている(第10章 、第13章 、および

第15章 など)。 これらエ ッセイの中でホ ックシール ドが問 うのは、この ような家庭 と仕事、

お よび資本主義の関係である。

さて、ホ ックシール ドが問うのは次のようなこ とだ。 こうした仕事 ・家庭 におけるスピ

ー ドア ップの弊害 を解決 し、家庭 と仕事 をうまく両立させるために、アメリカの多 くの大

企業では飴mily-ffiendlypolicyと 呼ばれる、フ レックス タイム制や ワークシェアリング、

有給育児休暇な どの施策を提供 している。 しか し、実際の ところ、 こうした施策を利用 し

て仕事の負担 を減 らそ うとす る労働者はほ とんど見当た らないのである。 なぜ なのだろ

う?

い くつかの理由として、労働時間が減 ることで給料 も減ってしまうとい うことや、現場

における施策の浸透の不徹底 などが考えられる。競争原理がますます激化する現代の資本

主義経済 においては、こうした施策は絵 に描いた餅で しかな く、多 くの労働者が便利に利

用するにはまだ まだほ ど遠いものなのである。だがそれ以上 に決定的だったのは、ホ ック

シール ドがその詳細なイ ンタビュー調査 か ら見出 した、 よ り全般 的な文化的変化であ っ

た。

まずホ ックシール ドが見 出すのは、「家庭の仕事化」 と平行 して進 む 「仕事 の家庭化」

である。 コミュニテ ィがその結びつ きを失い、家族がますます孤立化す る中で、そうした

家族に必要なサポー ト構造を穴埋めする形で、職場のサポー ト組織がます ます力を得るよ

うになってきたのである。託児所のみな らず、職場内に設け られたジム、独 身者 クラブ、

肺がんサ ポー トグループ、聖書勉強会 など つ ま りは、「市民生活」その ものが、職場

とい う領域 にまるごと存在 していたのである。

何 よりホ ックシール ドを驚かせ たのが、家族 と職場 に対す る従業員たち自身の態度であ

る。 フィール ドに入る前、ホ ックシール ドは次の ような前提 を当然の ように立てていた。

すなわち、家庭 とは従業員たちにとって最 もリラ ックスで き安心 できる空間であ り、自分

たちが 「ほんとうの じぶん」であると感 じられる場所であろうと。他方、仕事はといえば、

とりわけ低賃金の工場労働者に とっては、不安 と苦痛 に満ちた場所だろう。そ こでは彼 ら

はリラックス もできず、つねに解雇の不安 に晒され、自分をただ しく評価 して もらえるこ

とも少ないだろ う。だか ら従業員たちは、 より仕事の時間を減 らし、その分家庭 に割 く時

間を増やす ことを望んであるはずだ、 と。

真相は全 く逆であった。 ます ます急が され、急か される事 を余儀な くされ る現代の 「仕

事化 された」家庭生活においては、多 くの従業員が、家庭生活を苦痛 と感 じ、仕事に行 く
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ことでそ こか ら 「逃れられる」 と感 じていたのであ る。それだけではない。 これだけ離婚

率が高い現代の状況においては、20年 以上 も同 じ会社 に勤め続ける一方で、 もう既に2回

も3回 も離婚 を経験 しているという人 も多 くい る。そ うした人たちに とって、家庭ではな

く仕事 こそが、彼 らが拠 って立つ ことので きる強固な足場であ り、安心の源なのである。

また、彼 らは家庭 よ りも職場 におけるほうが圧倒的に 「自分が評価 されている」 と感 じる

ことができる。彼 らにとっては職場の 自分 こそが 「ほん とうの じぶ ん」 なのである。

こうした全般的な文化 的変化 こそが、多 くの従業員が仕事 と家庭のス ピー ドアップに抵

抗せず、むしろそれを受 け入れている理由の一端になっているのではないか、とホ ックシ

ール ドは推測す る。そ こにホ ックシール ドが見出したのは、家族 という領域の弱体化 と資

本主義原理による侵食 に他 ならない。

女性の社会進出とそれに伴 うケアの真空状態。 こうしたことが らに対 してわれわれはど

う対処するのか。ホ ックシール ドが強力に推進 しようとするモデルが、彼女の言 う 「暖か

いモ ダン」なモデルである。「クール ・モダン」 なモデルが公 的な制度や組織 にケァを全

て任せ るこ とで家庭生活 を資本主義的 に 「合理化 」 し、ス ピー ドア ップす るの に対 し、

「暖かいモダン」 モデルのほうは、外部の制度にある程 度の寄与 をさせつつ も、男性 にも

女性 と等 しくケアに関与 してもらう。具体的には、男性の家庭内領域活動への参与、職場

での勤務スケジュール構造の変革、そ して、ケアや家事 などの 「女性の仕事」お よびデイ

ケアサー ビスなどの公的ケアサー ビス業 に対す る社会的により高い評価、 などである。彼

女の分析か らも垣間見えるように、 こうしたことが らを全て現実に達成する とい うのはほ

とんど不可能 にも近い理想ではある。だが、そうした理想 に向かって一歩一歩進んでい く

ことこそ大事なのだ、 と彼女は力説 している。

5.む すび にかえて

ホックシール ドは、現代の急激な社会的変化 とそれに伴 う私的領域の弱体化、お よびケ

アの真空化 を真正面か ら受け止 めつつ、それで もなおかつ 「家庭」 とい う理念、「家庭」

に存在す ると想定される 「かけがえのない温かさ」の価値 を守 り高めてい くにはどうする

べ きか とい う方向性で、ひとつの道を指 し示 している。そういうものとして彼女の議論は

納得のい くものだ。ただわた しが彼女の議論 を読んで物足 りないところを感 じるとすれば、

それは彼女の提言が(彼 女 自身も認 める ように)い ささか 「ユー トピア的」過 ぎるきらい

がある、 という点であろ うか。
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本論中で も紹介 した とお り、彼女は第7章 において、0.ヘ ンリーの有名な短編 「賢者の贈

り物」のメタファーを用いて、夫婦間における感謝の 「贈 り物」の可能性 について思いを

め ぐらせている。確かに美 しい比喩 だ。だが、 このある種誇張 された 「美 しさ」の中に、

わた しはかすかなあや うさを感 じる。わた しには彼女が、私的領域の 「かけがえの なさ」

というものの未来に、彼女が批判する トラデ ィショナリス トと同様 の過大 な期待 を寄せて

いるように思 えてならないのである。

もちろん、こうした意見は単 なるシニシズムに過 ぎないのかもしれない。最初に述べた

とお り彼女の作品の最大の魅力 は、あ くまで 日常的な生活者に寄 り添った、その視点の鋭

さである。彼女の分析は、いわば誰もが 日々体験 していなが ら、あえて気 にせずや りすご

している 「日常の舞台裏」をみ ごとに開陳 して くれるとい う点 において、 まさに社会学の

醍醐味 ともいえる面 白さを具えている。現実の家庭 と仕事 をとりま く諸 問題に日々対応 し

ていかなければいけない現代社会において、彼女が行ったような詳細なフィール ドワーク

を通 じた精緻な現実分析 は、これからますますその真価が発揮 されてゆ くだろう。
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